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火星のPavonis Mons山頂に存在するアルベドの低い風成痕の「分布」と「時間変化」について報
告する。

我々がSpire Streakと呼んでいるこの風成痕の形態的特徴を、Mars Reconnaissance Orbiter等の
探査機が取得したデータを用いて調査した。その結果、従来の風成痕形成モデルではSpire
Streakの成因を説明できないことがわかった。

本発表では、Spire Streakの「分布」と「時間変化」に加えて、GCMによって求めた地表付近の
風速・風向との比較考察を行う。
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